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月
４
日
、
宇
治
市
水
道
事

１１
業
経
営
審
議
会
は
、
市
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
（
計
画
期
間
２
０
１
０

年
度
～
　
年
度
）
の
中
間
見
直

１９

し
に
つ
い
て
、
市
長
に
答
申
し

ま
し
た
。

　
答
申
で
は
、「
収
入
面
で
は
、

今
後
も
水
需
要
の
減
少
が
見
込

ま
れ
」、「
水
道
料
金
収
入
に
つ

い
て
も
平
成
　
年
度
に
は
　
億

２５

２６

９
２
０
０
万
円
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
　
年
度
に
は
１
億
３
８
０

３１

０
万
円
減
少
す
る
見
込
み
」
で

新
・
耐
震
化
な
ど
の
建
設
事
業

費
に
　
億
７
９
０
０
万
円
が
見

４５

込
ま
れ
、
そ
の
約
７
割
を
企
業

債
で
賄
っ
て
も
「
な
お
財
源
が

不
足
す
る
た
め
、
平
成
　
年
度

２８

か
ら
　
・
４
％
の
料
金
改
定
が

１５

必
要
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
提
言
に
「
低
所
得
者

向
け
料
金
は
、
公
営
企
業
と
し

て
実
施
さ
れ
る
の
は
適
当
で
な

い
」
と
廃
止
の
方
向
を
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

「
支
出
面
で
は
、
平
成
　
年
度

２８

か
ら
市
の
給
水
量
の
約
７
割
を

占
め
る
京
都
府
営
水
道
の
料
金

が
増
額
改
定
（
８
８
０
０
万
円

の
負
担
増
）
さ
れ
」、
さ
ら
に
今

後
４
年
間
の
水
道
施
設
の
更

水道料水道料金金
　
無
秩
序
な
市
街
化
を
防
止
す

る
た
め
に
様
々
な「
開
発
規
制
」

が
あ
り
ま
す
。

　
開
発
区
域
に
隣
接
す
る
土
地

は
、
公
園
や
道
路
な
ど
の
開
発

費
用
が
か
か
ら
な
い
上
、
開
発

協
力
金
１
区
画
約
　
万
円
の
負

５４

担
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
、「
一
体
性
が
認
め
ら
れ
る

隣
接
地
」
は
所
有
者
が
別
で

あ
っ
て
も
、
開
発
区
域
に
組
み

込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
党
議

員
の
質
問
に
対
し
市
は
「
先
行

し
た
開
発
が
完
了
し
て
か
ら
後

「
開
発
行
為
」
と
は
土
地
を
盛

土
・
切
土
な
ど
区
画
・
形
質
を

変
更
す
る
こ
と
で
す
。

続
の
開
発
行
為
が
１
年
以
内
に

行
わ
れ
る
と
き
は
一
体
的
な
土

地
利
用
と
判
断
す
る
」
と
答
弁
。

「
開
発
逃
れ
」は
許
さ
れ
な
い

　
来
年
４
月
か
ら
小
中
一
貫
校

が
「
義
務
教
育
学
校
」
に
な
り

ま
す
。
そ
の
設
置
基
準
に
つ
い

て
、
文
科
相
は
「
運
動
場
の
面

積
は
、
小
学
校
、
中
学
校
の
設

置
基
準
の
面
積
を
合
計
し
た
も

の
と
当
然
想
定
し
て
い
る
」
と

国
会
で
答
弁
し
ま
し
た
。

小
中
一
貫
校
・
黄
檗
学
園

設
置
基
準
に
あ
わ
な
く
な
る

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
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庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
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庵
庵
庵
庵
庵
庵
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深
刻
な
こ
ど
も
の
貧
困

早
期
発
見
と
対
策
を

　
日
本
の
こ
ど
も
の
貧
困
率
は

先
進
国
で
最
も
高
く
、
医
療
費
、

教
育
費
、
住
居
費
が
高
い
日
本

で
は
特
に
深
刻
で
す
。
党
議
員

は
、
宇
治
で
の
事
例
を
紹
介
し
、

貧
困
状
態
の
子
ど
も
を
早
く
発

見
し
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
、
就
学
援
助
基
準
の
緩

和
、
修
学
旅
行
費
等
へ
の
援
助
、

給
食
費
の
無
料
化
、
奨
学
金
の

給
付
制
度
へ
の
改
善
、
女
性
の

賃
金
格
差
の
解
消
な
ど
、
対
策

の
具
体
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
は
、
奨
学
金
の
改
善
は
国

に
要
望
し
た
と
答
え
ま
し
た
が
、

就
学
援
助
制
度
の
基
準
見
直
し
、

修
学
旅
行
費
援
助
、
給
食
費
の

　
宇
治
東
内
の
京
阪
電
鉄
が
開

発
（
２
０
０
９
年
開
発
完
了
）

し
た
地
域
に
隣
接
し
た
土
地
が

開
発
後
す
ぐ
に
宅
地
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
土
地
は
開
発
で

で
き
た
道
路
に
だ
け
接
し
て
い

ま
す
。

　
当
該
土
地
の
「
形
質
の
変
更

　法律相談
弁護士さんもこられます
毎月第一金曜日午後２時から

議員団控室
事前に議員にご連絡ください。

無料

　
市
は
、
現
行
の
「
中
学
校
昼

食
提
供
事
業
の
さ
ら
な
る
利
用

促
進
を
図
る
た
め
」
と
今
年
度

か
ら
温
か
い
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

カ
レ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
１
学
期
の
利
用
率

は
全
　
校
平
均
で
わ
ず
か
０
・

１０

８
％
と
ま
っ
た
く
利
用
は
伸
び

て
い
ま
せ
ん
。

　
党
議
員

の
「
昼
食

提
供
事
業

は
破
綻
し

て
い
る
。

給
食
に
踏

み
出
す
時
だ
」
と
の
追
及
に
、

「
弁
当
持
参
が
原
則
」「
昼
食
提

昼
食
提
供
事
業
は
破
綻

中
学
校
給
食
に
踏
み
出
す
時

　
今
年
９
月
か
ら
府
の
制
度
が

拡
充
さ
れ
、
中
学
校
卒
業
ま
で

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
が
、
入

院
の
自
己
負
担
２
０
０
円
ま
で

に
、
通
院
は
３
０
０
０
円
を
超

え
る
分
を
償
還
払
い
す
る
制
度

と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
府
南
部
の
自
治
体

で
、
中
学
生
の
通
院
医
療
費
を
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

中
学
校
卒
業
ま
で
完
全
無
料
に

　
黄
檗
学
園
の
運
動
場
面
積
は
、

こ
の
基
準
が
実
施
さ
れ
る
と
適

合
し
な
く
な
り
ま
す
。

　
黄
檗
学
園
の
運
動
場
は
一
つ

の
中
学
校
と
し
て
の
基
準
に

合
っ
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
、
文

科
省
へ
の
電
話
に
よ
る
問
い
合

せ
を
も
と
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

供
事
業
の
促
進
を
図
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
全
国
　
％
の
中
学
校
で
実
施

８６

さ
れ
て
い
る
中
学
校
給
食
を
実

施
す
べ
き
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
い
ま
の
黄
檗
学

園
の
１
人
あ
た
り
の
運
動
場
の

広
さ
は
、
７
・
３
㎡
で
、
全
市

の
中
学
校
の
平
均
（
　
・
７
㎡
）

２７

の
お
よ
そ
４
分
の
１
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　
党
議
員
は
、
黄
檗
学
園
の
教

育
環
境
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

求
め
ま
し
た
。

一
律
無
料
化
は
考
え
て
な
い
と

答
え
ま
し
た
。
ま
た
男
女
間
に

賃
金
格
差
が
あ
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
と
い
い
ま
し
た
が
、

具
体
的
取
り
組
み
に
は
触
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

府
制
度
の
み
と
し
て
い
る
の
は

宇
治
市
だ
け
で
、
他
市
町
村
は

独
自
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
党
議
員
は
中
学
校
卒
業
ま
で

の
通
院
医
療
費
の
完
全
無
料
化

を
求
め
ま
し
た
が
、
市
は
「
小

学
校
卒
業
ま
で
が
一
つ
の
区
切

り
」
と
実
施
に
背
を
向
け
ま
し

た
。

来
年
度

・
４

来
年
度
　
・
４
％％

１５１５

値
上
げ
の
答

値
上
げ
の
答
申申

ま
し
た
。
開
発
完
了
後
１
年
以

内
に
造
成
が
な
さ
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
の
土
地
で
あ
る
こ
と

を
自
ら
指
摘

　
市
長
は
｢
私
の
土
地
に
つ
い

て
の
質
問
で
ご
ざ
い
ま
し
た
｣

と
し
、「
法
的
な
面
で
明
確
に

な
れ
ば
、
そ
の
時
に
判
断
す
べ

き
こ
と
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

開
発
行
為
が
１
年
以
内
に
行
わ

れ
た
か
の
か
ど
う
か
が
争
点
で

す
が
、
宇
治
市
は
事
実
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
真
相
解

明
が
必
要
で
す
。

は
開
発
完
了
時
に
さ
れ
た
の

か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
市
は

「
開
発
事
業
完
了
は
２
０
０
９

年
３
月
」「
風
致
条
例
に
基
づ
き

造
成
許
可
さ
れ
た
の
が
２
０
０

９
年
５
月
」「
当
該
土
地
は
開
発

工
事
中
に
資
材
置
き
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
」
と
答
弁
し

京
阪
の
開
発
の「
北
側
隣
接
地
」は

同
一
開
発
の
疑
い

値
上
げ
は
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　「
答
申
」ど
お
り
実
施
さ
れ
る

と
一
世
帯
あ
た
り
、
年
間
６
千

円
（
平
均
）
の
負
担
増
に
な
り
、

さ
ら
に
低
所
得
者
向
け
料
金
が

廃
止
さ
れ
る
と
約
４
千
世
帯
に

影
響
し
ま
す
。
値
上
げ
は
す
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



日本共産党宇治市会議員団だより（1）201５年１１・１２月

T E L　0774-22-3141
　　　　　　（内線2817 市役所内）

FAX　0774-24-7884
Eメールアドレス
　jcpuji@leto.eonet.ne.jp

日本共産党

宇治市会議員団
だより ２０１５.１１･１２

 水  谷   
みず たに

 修 
おさむ  宮  本  

みや もと

 繁  夫 
しげ お  山  崎  

やま さき

 恭  一 
きょう いち  坂  本 

さか もと

 ゆう  子 
優 こ  渡  辺  

わた なべ

 俊  三 
しゅん ぞう  山  崎  

やま さき

 たすく 
匡  大  河  

おお かわ

 直  幸 
なお ゆき

蛎

各

劃

廓

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

戦争法（安保法）廃止の国民連合政府を

　
宇
治
市
議
会
９
月
定
例
会
（
９
月
　
日
開
会
、　
月
　
日
閉
会
）
で
は
、
市
長
が
「
　
億
円
の
太

１５

１０

１５

８０

閤
堤
跡
歴
史
公
園
」を
民
間
事
業
者
に
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
委
ね
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
党
議
員
団
と
自
民
・
公
明
は
共
同
で
補
正
予
算
の
修
正
案
を
提
案
。
太
閤
堤
跡

歴
史
公
園
整
備
関
連
事
業
費
　
億
６
千
万
円
の
削
除
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２５

　
党
議
員
団
は
「
一
致
点
で
の
共
同
」
に
努
力
し
、
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
は
民
主
な
ど
と

共
同
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

■
党
議
員
団
は
、
参
議
院
で
の
採
決
強
行
を
前
に
し
た
９
月
定
例
会
開
会
日
の
９
月
　１５

日
、「
安
保
法
案
の
採
決
を
強
行
せ
ず
、
廃
案
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」を
、
民

主
党
と
共
同
で
緊
急
提
案
し
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
党
議
員

団
が
提
出
し
た
「
安
保
法
案
の
強
行
採
決
に
抗
議
し
、『
安
保
法
』
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
」
は
民
主
と
無
会
派
議
員
（
２
）
が
賛
成
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
党
議
員
団
提
出
の
「
沖
縄
辺
野
古
へ
の
米
軍
新
基
地
建
設
の
断
念
を
求
め
る
意
見
書
」

は
、
自
民
・
公
明
・
民
主
な
ど
が
反
対
し
て
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
京
建
労
宇
治
支
部
か
ら
、「
建
築
労
働
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
早
期
救
済
・
解
決

を
図
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
自

民
・
公
明
・
民
主
な
ど
が
反
対
し
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
同
趣
旨
の
要
望
は
、

国
会
で
は
共
産
党
を
は
じ
め
自
民
や
民
主
、
公
明
な
ど
の
議
員
も
賛
同
、
国
会
議
員

の
過
半
数
を
超
え
る
賛
同
と
な
っ
て
い
ま
す
。

太閤堤歴史公園（２５億６千万円の債務負担行為）

　
太
閤
堤
跡
歴
史
公
園
整
備
事

業
は
、
２
０
０
７
年
に
宇
治
橋

下
流
右
岸
で
発
見
さ
れ
た
太
閤

堤
跡
遺
跡
を
史
跡
保
存
だ
け
で

な
く
、
巨
額
の
税
金
を
使
い
複

合
施
設
と
し
て
整
備
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　
用
地
取
得
費
・
工
事
費
な
ど

に
　
億
円
、
オ
ー
プ
ン
後
の
　

８０

１５

年
間
の
施
設
の
維
持
管
理
・
運

営
費
に
　
億
円
を
投
入
す
る
巨

２４

大
事
業
で
す
。

　
市
は
、
こ
の
事
業
の
企
画
か

ら
設
計
、
施
工
、
施
設
の
管
理

運
営
の
全
て
を
民
間
企
業
に
　２０

年
間
も
任
せ
る「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
」

で
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

市
は
宇
治
公
民
館
を
廃
止
し
、

公
園
の
交
流
ゾ
ー
ン
に
そ
の
機

能
を
移
す
と
し
て
い
ま
す
が
、

社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
公
民

館
と
い
う
公
益
性
は
、
担
保
さ

「
安
保
法
廃
止
」の
意
見
書
を
共
産
・
民
主
な
ど
が
可
決

意見書と請願
れ
ま
せ
ん
。

　
民
間
企
業
の
利
潤
追
求
と
公

共
事
業
の
公
益
性
が
成
り
立
た

ず
、
全
国
各
地
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

は
破
綻
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
公
立
集
会
所
廃
止
条

例
に
つ
い
て
「
地
域
の
皆
様
に

充
分
ご
理
解
を
い
た
だ
け
な

か
っ
た
」
と
し
て
撤
回
す
る
考

え
を
示
し
ま
し
た
。

　
公
立
集
会
所
は
１
３
２
ヶ
所

あ
り
、
地
域
の
活
動
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
管
理
人
制
度
の

廃
止
と
公
立
集
会
所
廃
止
の
た

め
の
「
集
会
所
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
」
を
議
会
に
提
出
（
２

０
１
３
年
３
月
定
例
会
）。
共

産
・
社
会
な
ど
が
反
対
し
ま
し

た
が
、
自
民
、
公
明
、
民
主
な

ど
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
多
数
の
町
内
会
が

「
現
行
の
制
度
で
問
題
な
く
、集

会
所
再
生
プ
ラ
ン
の
メ
リ
ッ
ト

が
理
解
で
き
な
い
」
と
し
て
反

対
し
た
た
め
、「
廃
止
」
の
実
施

は
凍
結
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

回
、「
廃
止
」
そ
の
も
の
の
撤
回

を
表
明
し
た
も
の
で
す
。
市
民

の
声
と
議
会
で
の
論
戦
が
、
市

の
政
策
を
転
換
さ
せ
ま
し
た
。

集
会
所
再
生
プ
ラ
ン

公
立
集
会
所
の
廃
止
を
撤
回

９９
月月
定
例
定
例
会会
80億円の巨大事業に待った!

補正予算

民
間
企
業
に
丸
投
げ
、市
民
か
ら
批
判

共産・自民・公明が修正削除共産・自民・公明が修正削共産・自民・公明が修正削除除

　
９
月
定
例
会
で
、
事
業
関
連

予
算
が
削
除
さ
れ
た
の
で
、
計

画
を
見
直
す
べ
き
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
市
は
そ
の
後
も
、

史
跡
ゾ
ー
ン
の
入
札
を
行
う
な

ど
事
業
を
継
続
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
党
議
員
は
、
決
算
委
員
会
で

も
議
会
の
議
決
を
無
視
す
る
行

為
を
厳
し
く
批
判
し
、
計
画
の

見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

写真（上）は発見された太閤堤跡の
木杭の複製品です。

工
事
は
い
っ
た
ん
中
止
し
、

計
画
の
見
直
し
を

このような集会所が１３２ヶ所あります。


